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勝利至上主義に対する批判の反証
―スポーツの定義と価値から―

関 朋 昭

⚑．は じ め に

勝利のためには手段を選ばず。このような
行為は勝利至上主義と呼ばれ⽛結果としての
勝利が重要なのか，あるいは結果にいたる過
程が重要なのかといった問題が議論されてい
る（岡部，2017）⽜。大峰・友添（2014）によ
れば⽛勝利至上主義という用語については，
論者が厳密な定義を行わず，その意味内容に
ついては曖昧さを残したまま使用されるケー
スが多いという。⽛勝利至上主義⽜という言
葉は，スポーツの世界で使用される語彙であ
り，広辞苑などの一般的な辞書には掲載され
ていないことへの注意が重要である。
例えば，神谷（2015）は勝利至上主義とは，

⽛勝つこと以外の（あるいは勝つことをめぐ
る）教育内容が具体的に明示・意識されてい
ないで，指導や活動が行われている状態⽜と
し，勝つことをめぐるプロセスの重要性を示
唆している。それはすなわち生徒たちの⽛自
治⽜の大切さである。また，大野（2017）は，
大学運動部における中核的な価値観である勝
利至上主義を緩和させるためには⽛競技者の
倫理⽜と⽛学生の倫理⽜を調和させていくこ
とを説き，部員の話しあい，考える余地をも
つことができるような運営のあり方を見直し
ていくことを示唆している。彼らは，勝利の
みを目指す価値観や考え方を勝利至上主義と
捉え批判している。勝利至上主義に対する批
判である。

一方，関（2015）は⽛善し悪し⽜の基準が
ない勝利至上主義を，自分たちの価値観に
とって都合が⽛良い悪い⽜で判断している，
という知見の欠如を問題視している。さらに
⽛勝利至上主義が欠如した⽝スポーツ⽞は空虚
である⽜と述べ，また川谷（2008）は，競技
スポーツは本質的に競争という側面を持って
おり，競技スポーツに参加する者は勝利とい
う結果を追求せざるを得ないと述べている。
勝利を重視することを肯定している。彼らは
勝利至上主義に対する批判の批判である。
このように論者によって⽛勝利至上主義⽜
を非難する立場になったり，⽛勝利至上主義⽜
を否定すればスポーツは成り立たないという
立場になったり，そもそも⽛スポーツ⽜をど
こに捉えるかで，多様な議論へと拡散してし
まうことを改めて理解することができる。関
根（2013）や神谷（2015）は勝利至上主義の
是非を論じると水掛け論，不毛な議論になる
ことを危惧しているが，本研究ではそれを克
服したい。
以上，何を視点にするのかで勝利至上主義
の議論が分かれる。そこで本研究の目的は，
はじめに勝利至上主義を議論する上で不可欠
な⽛①スポーツの定義を改めて検討する⽜，次
に⽛②スポーツの価値を改めて検討する⽜，そ
して⽛③スポーツ原論を提唱する⽜，最後に
⽛④勝利至上主義に対する批判の反証⽜を証
する。ひいては冒頭の命題⽛勝利のためには
手段を選ばず⽜の意味を改めて考えてみたい。
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⚒．スポーツの定義

2.1．先行研究のレビュー
まず，スポーツの概念と定義を改めて検討
する。さしあたり⽛概念⽜と⽛定義⽜の区別
が必要である。哲学に依拠すれば，⽛概念⽜と
は⽛一つにして摑まれたもの（ラテン語の
conceptum）⽜や⽛把握する（ドイツ語の
Begriff）⽜のように，概念とは複数の事物や事
象から共通の特徴を取り出し，それらを包括
的・概括的に捉える思考の構成単位を意味す
る（赤松，2015）。他方，⽛定義⽜とは，広義
には言葉や物事を明確に規定し説明すること
を目的とした手続きであり（中畑，2017），⽛X

とは何であるのか⽜つまり⽛A＝ B⽜の形式
をとる。さらに哲学の体系から詳しくみてい
くと，実は⽛概念⽜と⽛定義⽜のどちららも，
きわめて多様な見解が存在し，今日まで議論
の終わりはみえていない。つまり真理が無い
のである。このような背景から，どうしても
アドホックな研究の視座が必要になるという
のが，本稿の積極的主張である。そこで本研
究では，一般的かつ普遍的な解釈を前提とし
て，⽛概念⽜は認識，⽛定義⽜は論理として区
別し捉えていくことにする。
さて，スポーツの概念と定義であるが，ま
ずは友添（2009）の研究に注目したい。その
理由は二つある。一つ目は，スポーツと深く
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表⚑ スポーツの概念と定義 ─友添秀則の研究より─

スポーツの概念

Diam, C. スポーツとは遊びがルールに規制されて競争されたものである。

Coubertin, P.de 進歩への欲求に立ち，危惧を冒しても先に進もうとする集中的な筋肉の努力に対する自発
的で日常的な信仰である。

Lüschen, G. スポーツとは身体的な技術を用いる活動である。

Edwards, H. スポーツとは身体的努力の発揮する強調する活動である。

Roy, J.W. スポーツとは身体的卓越性を表す活動である。

Weiss, P. スポーツとは身体的卓越性をめざす人たちが示す，ルールによって伝統化されたひとつの
形式である。

Keating, JW. スポーツの本質は競争だが，⽛競技（Athletics）⽜とは反対に，穏やかさや寛大さとともに楽
しさの特徴をもつ。

Gillet, R. スポーツとは遊戯，闘争，激しい肉体活動の⚓つの要素で構成される身体活動である。

Traleigh, W.P. スポーツとは同意したルールの下で，身体的卓越性を相互に追求することである。

Guttman, A. 現代のスポーツを特徴づけるメルクマールとして⽛世俗化⽜⽛競争の機会と条件の平等化⽜
⽛役割の専門化⽜⽛合理化⽜⽛官僚的組織化⽜⽛数量化⽜⽛記録万能主義⽜を挙げた。

友添秀則
近代スポーツが保持してきた資本の論理，自由競争の論理，平等主義の論理，禁欲的な論
理，モダニズム等のスポーツ独自の論理を中核にしながら，人類が長い歴史的過程の中で
醸成されてきた可変性をもった人間の身体運動に関わる文化の総体である。

スポーツの定義

広辞苑 スポーツとは陸上競技，野球，テニス，水泳，ボートレース等から登山，狩猟等に至るま
で，遊戯，競争，肉体的鍛錬の要素を含む身体運動の総称である。

（注⚑）友添（2009，p.31）をもとに筆者が加筆修正した。
（注⚒）友添（2009，p.56）による⽛定義⽜とは，ある⽛概念⽜の内包と外延を確定したものであるとし，辞書，

辞典類において示されたものである。



関係する⽛体育⽜⽛教育⽜の概念と定義を哲学
的な態度から詳細に検討していること，二つ
目は，古今東西における論者の議論を整理し，
スポーツの概念化を成し遂げていることであ
る。表⚑が友添の研究成果をまとめたもので
ある。

表⚑の⽛スポーツの概念⽜の各論者の記述
部分を概観すると⽛スポーツとは何か⽜とい
う問いに対して，多くの読者はスポーツの輪
郭を認識できるであろう。これが概念の良さ
である。しかしながら，この⽛スポーツの概
念⽜を一瞥すれば⽛定義⽜にもみえる。その
理由は，⽛スポーツとは XXである⽜の論理的
な記述（A＝ B）だからである。そのため友
添（2009）は，辞書，辞書類に示されたもの
を⽛定義⽜とし，⽛概念⽜と⽛定義⽜の混同を
避け，スポーツの概念化のみに注視している。
それゆえに友添の研究ではスポーツの⽛定
義⽜は 不 在 で あ る。ま た 久 保（2010，
pp.14-18）は Keating, J.W の議論から，⽛ス
ポーツ（S＝ sports）：楽しみに方向づけられ
た活動⽜と⽛スポーツ（A＝ athletics）：勝利
に方向づけられた活動⽜のふたつに分け，そ
の分岐はスポーツの価値を，スポーツの実践
する者によって変わり得る相対的なものであ
ると考えている。同様に大橋（2011，p.151）
も⽛遊戯的スポーツ（Play）⽜と⽛競技スポー
ツ（Athletic）に分けて検討している。このよ
うにスポーツを分かち書き取る概念的な議論
は多く散見するものの，⽛スポーツ⽜それ自体
を説明する定義づけの議論は皆無に等しい。
次に，スポーツ科学辞典（社日本体育学会監
修，2006）より，スポーツの概念と定義を概
観する。

表⚒の上段部分はスポーツ（sport）で下段
部分はスポーツ（sports）である。これから
も分かるように，何が定義で何が概念か判然
としない。かつ矛盾がある。例えば，上段部

分の①⽛プロフェッショナルスポーツ（実
ㅡ

利
ㅡ

的
ㅡ

）⽜に対して②⽛ウォーキングやジョギング
など，非

ㅡ

実
ㅡ

利
ㅡ

的
ㅡ

な身体活動であればスポー
ツ⽜は矛盾する。また①の歴史性の⽛社会的
な認知を得るまではあくまでもスポーツ的活
動であって，スポーツとはいえない⽜とある
が⽛社会的な認知を得るまで⽜とは不得要領
な記述である。さらに③のチェスは⽛特殊な
使われ方であってスポーツの一般的な意味で
はない⽜と断言しているが，その根拠が不明
瞭である。
下段部分では⽛××・スポーツ⽜の一例を
紹介しているが，スポーツは⽛する⽜だけで
はなく，⽛観る⽜⽛支える⽜⽛賭ける⽜など様々
な機能を有していることが分かる。そこでス
ポーツにかかわる人（人間）を考察するため
に⽛スポーツマン（sportsman）⽜を辞書から
検討する。特にスポーツは外来語であるため，
複数の英和辞典を用い，日本語の辞書は広辞
苑，スポーツ科学辞典を選定し表⚓にまとめ
た。その結果，英語辞典と日本語辞典では大
きく意味が異なっていた。英語辞典では，狩
猟，魚釣りをする人のことをスポーツマンと
捉えていることが分かった。この意味は，ス
ポーツ科学辞典では丁寧に解説されており，
その一部分を紹介すれば⽛16-17 世紀のイギ
リスでは，狩猟は国王・貴族（＝特別に選ば
れた者）による余暇活動（＝ハレの日の行為）
だった（社日本体育学会監修，2006，p.378）⽜
がある。またスポーツマンには博徒，賭博者
なども含まれる。刮目すべきは，⽛勝負にこ
だわらない人（リーダーズ英和辞典）⽜である
が，この含意はスポーツを純粋に嗜好する
⽛愛好家⽜のことをさしているものと推察さ
れる。この精神性は，スポーツマンシップ，
アマチュアリズムの根源である。ただし，表
⚒の下段部分でみてきたように，スポーツに
は多種多様な機能があり，それにかかわる人
（人間）の価値観も多様性をもつ。これらの
意味を整理するためにも⽛スポーツマン⽜と
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― 119 ―

勝利至上主義に対する批判の反証（関）



― 120 ―

経営論集（北海学園大学）第 17 巻第 3号 勝利至上主義に対する批判の反証（関）

表⚒ スポーツの概念と定義 ─スポーツ科学辞典より─

スポーツ sport（服部豊示が執筆，pp.448-449）

スポーツという言葉には大きく⚓つの意味がある

①スポーツとはルールに基づいて身体的能力を競い合う遊びの組織化，制度化されたものの総称を意味する
いいかえれば，遊戯性，競争性，身体活動性，歴史性という⚔つの要素によって特徴づける文化形象
ただし，上述の⚔要素の比重にはかなりの幅がある

遊戯性…プロフェッショナルスポーツや競技スポーツは遊びの要素はあまり重要ではない

競争性…健康スポーツや生涯スポーツにおいてはむき出しの競争心は嫌われ，穏やかさや友愛が好まれる

身体活動性…ラクビーのように汗だくになるスポーツもあれば，アーチェリーのように身体を揺れを抑え安静時以下の拍動に静めようとするスポーツもある

歴史性…社会的な認知を得るまではあくまでもスポーツ的活動であって，スポーツとはいえない

②健康の保持増進や爽快感などを求めて行われる身体活動のことを指してスポーツと呼ぶことがある
ウォーキングやジョギングなど，非実利的な身体活動であればスポーツと呼ぶ

③知的な戦略能力を競い合う遊びを指してスポーツと呼ぶことがある
チェスや将棋は頭脳のスポーツと呼ばれている。歴史的にも，産業革命以前のイギリスではチェスもスポー

ツの⚑つとして捉えられていた。ただし，現代においてはあくまでも特殊な使われ方であって，スポーツの一
般的な意味ではない。

スポーツ sports（稲垣正浩が執筆，pp.449-452）

スポーツの起源は⽛労働⽜と⽛遊び⽜に求められてきた。すなわち人間の本質は労働にある，あるいは人間の
本質には遊びにある。
スポーツは文化である以上，それぞれの時代や社会が求めたコスモロジーや時代精神に応じて，さまざまに

姿形を変えてきた。古代には古代の，中世には中世の，そして近代には近代のスポーツが華ひらいた。

以下は，スポーツ科学辞典に記載されている⽛××・スポーツ⽜と称する一例である。
⽛ヴィジョナリー・スポーツ⽜⽛ギャンブル・スポーツ⽜⽛競技スポーツ⽜⽛儀礼スポーツ⽜⽛スペクテイター・ス
ポーツ⽜⽛民族スポーツ⽜⽛メディア・スポーツ⽜など
（注⚑）（社）日本体育学会監修（2006）の pp.448-452 の⽛スポーツ⽜に関するものを筆者がまとめた
（注⚒）上段の⽛スポーツ sport⽜の下線部分は筆者である

表⚓ スポーツマンの辞書的意味

ジーニアス英和辞典
第⚕版

⚑．スポーツマン，スポーツ愛好者，運動家。《戸外スポーツ，特に狩猟・釣り・
乗馬などを愛好する人で，日本語の⽛スポーツマン⽜とはずれることもある》

⚒．スポーツマンシップを持っている人，正々堂々とした人

リーダーズ英和辞典
第⚓版

⚑．スポーツマン，運動好きの人，スポーツマン精神をもつ人，正々堂々とやる人，
勝負（などに）にこだわらない人

⚒．《古》競馬師，博徒

ランダムハウス英和大辞典
第⚒版

⚑．スポーツマン，運動家：特に狩猟，魚釣り，競争のような野外スポーツをする人
⚒．（公平さなどの）スポーツ精神を持った人
⚓．《古》（特に競馬の）賭博者，博徒，勝負師

広辞苑 第六版 運動競技の選手。またスポーツの得意な人

スポーツ科学辞典
スポーツマン自体の説明は無し
ただし⽛狩猟⽜のところで⽛スポーツマンとはこういう人たち（＝狩猟家）をさす
用語である⽜という記述がある（p.378）



いう概念を抽象化する必要がある。そこで本
研究では，スポーツ（sport）にかかわり合う
人（人間）のことを⽛スポートマン（s

ㅡ

p
ㅡ

o
ㅡ

r
ㅡ

t
ㅡ

-
m
ㅡ

a
ㅡ

n
ㅡ

）⽜と定義し，辞書的な意味でのスポーツ
マン（sportsman）とは弁別する。尚，⽛man⽜
は男性をさすのではなく⽛人（人間）⽜を示し
ている。

以上より，われわれは⽛スポーツとは何か⽜
を議論するための定義を必要としている。つ
まりはスポーツの根本になる原論（根本とな
る理論）が要請されている。

2.2．スポーツの定義づけ
本研究におけるスポーツの定義づけである
が，表⚑のスポーツの概念を数学の定義づけ
に倣い抽象化する。すなわちスポーツの共通
した認識を論理として捉えるために，具体的
な特徴は捨象する。例えば，⽛身体⽜⽛活動⽜
は，人間が何かしらの行為する際には，必然
的に身体を用いて動くため，そうした意味で
は掃清，調理，建築などもスポーツと成りえ
るし，これらには⽛技術⽜⽛卓越性⽜も包含さ
れる。つまり何でもかんでもスポーツになっ
てしまう。だからこそ，スポーツを論じるた
めには，定義が必要である。先行研究が示し
てきたように，スポーツの定義づけの困難さ
を認めた上で，本研究は数学すなわち構造主
義を用いて定義づける。

スポーツとは，（⚑）から（⚕）を満たすもの
である。
The sport meets the conditions from (⚑) to
(⚕).

（⚑）完結性…開始と終了で閉じている
（⚒）競争性…勝利を求めて二人以上で競う
（⚓）規則性…スポートマン同士が同意した

ルールとレギュレーションから成る
（⚔）自主性…自主的である

（⚕）完備情報性…不完備情報ゲームは含ま
ない

この定義に基づいて，本研究におけるス
ポーツの意味解釈を次に整理しておきたい。
（⚑）完結性の条件は，スポーツは任意の開
始と終了で閉じていることを意味し，野球の
⽛プレイボール／ゲームセット⽜，徒競走の
⽛スタート／ゴール⽜などである。例えば⽛ラ
ジオ体操⽜も開始と終了の音楽で閉じている
ので，一瞥すればスポーツと言えるが，次の
（⚒）の条件より棄却される。
（⚒）競争性の条件は，勝利を求めて二人以
上で競う活動のことであり，⽛競争（compe-
tition）⽜とは，闘争と協調の中間に位置づけ
られ，元来，複数のスポートマンが一定の明
示的・非明示的ルールの下で何らかのマナー
を守りながら勝利を求めて競うことを意味す
る（島津格，2015）。このように定義すること
によって，先の⽛ラジオ体操⽜がスポーツで
はないことを証した。また二人以上という定
義より，⽛一人で登山する⽜⽛一人でベンチプ
レスのトレーニングをする⽜⽛一人で泳ぐ⽜
⽛散歩する⽜⽛スキーをする⽜などの活動はス
ポーツに含まない。これらは運動（活動）で
ある。それでは，⽛戦争⽜はスポーツと言える
のであろうか。次の（⚓）の条件からの吟味
が求められる。
（⚓）規則性の条件は，スポートマン同士が
同意したルールとレギュレーションから成る
活動のことであるが，まずは⽛ルール（rule）⽜
と⽛レギュレーション（regulation）⽜の違いを
確認する。辞書的な意味では，⽛ルール⽜は
⽛規則，規定，きまり⽜，⽛レギュレーション⽜
は⽛取り締まり，規制，規則⽜と同じ含意で
あるが，スポーツにおいて⽛ルールブック⽜
とは言うが⽛レギュレーションブック⽜とは
言わず，また⽛ルール違反⽜とは言うが⽛レ
ギュレーション違反⽜とは言わない。つまり
⽛ルール⽜は競技全体に関わる部分で，その中
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でも特に道具，交代人数，試合時間などの仕
様に関する部分がレギュレーションである。
具体的には，野球における⽛木製バット／金
属バット⽜，バドミントンにおける⽛A 社製
シャトル／ B社製シャトル⽜，サッカーにお
ける⽛最大交代人数⽜⽛試合時間／ PK戦の有
無⽜などのことである。既述で問題提起した
⽛戦争⽜では当事者の同意の有無もさること
ながら，兵士数，武器の規制などレギュレー
ションが無いことから，（⚓）の条件よりス
ポーツには該当しない。さて⽛裁判⽜はどう
であろうか。
（⚔）自主性の条件は，あくまでも自主的で
ある。⽛自主⽜の定義を施すことさえが相当
の困難を伴うが，取り敢えず辞書的な意味は
⽛他からの干渉や保護を受けず，独立して行
うこと⽜である。まずはスポーツと同義に扱
われる学校教育における⽛体育⽜から，この
条件を検討してみたい。小学校，中学校，高
等学校における⽛体育⽜は必修のカリキュラ
ムであり，履修に対して自主性を問われるこ
とはなく強制である。しかしながら，⽛体育⽜
が好きな生徒にとっては自主性を伴う活動と
なりスポーツのようにみえる。しかしながら，
⽛体育⽜は正規カリキュラムであるがゆえに，
学業成績が付与され干渉を受けるためスポー
ツではない。ただし，⽛或る体育⽜の授業内の
⽛或る時間帯⽜において，（⚑）から（⚕）の
条件を満たすバスケットボールの試合を行う
際，その⽛或る時間帯（空間）⽜は⽛スポーツ⽜
である。つまり⽛体育⽜には⽛スポーツ⽜を
包含する空間（時間帯）があるといえる。さ
て，⽛裁判⽜であるが，訴えられた被告人は本
人の⽛同意⽜ではなく，法（無条件）の強制
による出廷が義務づけられ自主的ではない。
ゆえにスポーツではない。
（⚕）完備情報性の条件は，必要となる情報
が完全に備わっており可視化できることであ
る。不完備情報ゲームはスポーツに含まない。
不完備情報ゲームとは，相手の取りうる戦略

や利得関数が分からないゲームのことである
（例えば鈴木，2016 を参照）。スポーツは，お
互いの情報（例えば，スターティングメン
バー，バックアップメンバーなど）が，全て
のスポートマンに完備された情報のもとで競
うから公平性が備えられていよう。つまり
⽛スポーツ⽜は⽛完備情報ゲーム⽜でなければ
ならないというのが，本研究の積極的な主張
である。そうした意味において，⽛麻雀⽜⽛花
札⽜⽛ポーカー⽜⽛ボードゲーム⽜などはス
ポーツに含まない。その理由は，これらの
ゲームは（⚑）から（⚔）までの条件を満た
しているものの，運／不運の要素が強いから
である。むろん，スポーツには少なからず運
／不運が付きまとうため，不完備情報ゲーム
をスポーツの条件に認める議論があっても良
いし，それを否定することもできない。同様
に，本研究のスポーツの定義も完全に否定す
ることはできない。絶対的な定義などは存在
せず，定義とは恣意的で操作的であることの
理解こそが大切である。

先述した通り，スポーツと遊びは相性が良
く，カイヨワ（Roger Caillois, 1931-1978）の
研究は，スポーツの研究者には多く支持され
引用づけられている。⽛スポーツは遊びか否
か⽜の議論に備え，本研究と比較し検討する。
カイヨワ（1990）の有名な⽛遊び⽜の基本的
な定義は以下の⚖つである。

⚑．自由な活動…遊戯が強制されないこと
⚒．隔離された活動…あらかじめ決められ
た明確な空間と時間の範囲内に制限さ
れていること

⚓．未確定な活動…ゲーム展開が決定され
ていたり，事前に結果が分からないこと

⚔．非生産的活動…財産も富を含め，いか
なる種類の新要素も作り出さないこと

⚕．規則のある活動…約束ごとに従うごと
⚖．虚構の活動…日常生活と対比した場合，
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明白に非現実であること

カイヨワの遊びの定義と本研究のスポーツ
の定義を対応づける。

対応づけられなかったのは，遊びの定義の
⽛⚔．非生産的活動⽜⽛⚖．虚構の活動⽜，ス
ポーツの定義の⽛（⚕）完備情報性⽜の三つで
ある。一つ目の⽛⚔．非生産的活動⽜である
が，スポーツそのものの中には⽛生産／非生
産⽜は問わない。後述するスポーツの価値と
関わるが，あくまでもスポーツを道具立てと
した場合，どのように扱うのかはスポートマ
ンに委ねられる。二つ目の⽛⚖．虚構の活
動⽜であるが，これもスポーツそのものの中
では⽛日常／非日常⽜は問わない。スポーツ
を生業とするプロフェッショナルなスポート
マンは，⽛スポーツならびにスポーツ的活動
（次節で議論）⽜の時間の方が日常時間よりも
長く，何が⽛日常／非日常⽜は曖昧である。
三つ目の⽛（⚕）完備情報性⽜は，スポーツに
は含まれるが⽛遊び⽜には含まれていない。
この決定的な理由は，⽛遊び⽜の分類にはアレ
ア（Alea）という⽛遊戯者の力の及ばぬ独立
の決定の上に成りたつすべての遊び（ロ
ジェ・カイヨワ，1999，p.50）⽜，すなわち⽛運
（luck）⽜を許容しているからである。既述し
たようにスポーツそのものの中にも⽛運⽜の

要素は多少なりとも入り得るが，その要素を
スポートマンが可能な限り克服できるような
条件がスポーツには付与されている。例えば
カードゲームにおいては，配給されたカード
の種類によっては技術よりも運が勝ることが
多々ある。同じようにスポーツにおいても
⽛組み合わせ抽選会⽜などは⽛運⽜の要素が伴
う。しかしながら，スポーツではスポートマ
ンの努力で⽛シード権獲得⽜⽛予選免除⽜など
の優遇を獲得することが可能である。そのた
めスポーツの定義では，⽛運⽜の要素をコント
ロールするための⽛（⚓）規則性：レギュレー
ション⽜があり，⽛遊び⽜とは峻別される。

2.3．練習とスポーツの差異
本節の主題は，練習はスポーツに含まれる
かである。はじめに⽛練習⽜の定義であるが，
川谷（2013，p.786）に依拠すれば⽛練習とは，
試合で勝つための手段として行われる活動⽜
であるとし，次の性質があることを原理的・
哲学的に考察している。⽛練習⽜の原論である。

⚑．非完結性…練習は試合があってはじめ
て完結するのであって，練習自体では
自己完結できない

⚒．不確実性…今やっている練習が⽛よい
練習⽜かどうかは，試合になってみな
いとわからない
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表⚔ ⽛遊び⽜と⽛スポーツ⽜の対応づけ

ロジェ・カイヨワ
遊びの定義

本研究
スポーツの定義

⚑．自由な活動 （⚑）完結性

⚒．隔離された活動 （⚒）競争性

⚓．未確定な活動 （⚓）規則性

⚔．非生産的活動 （⚔）自主性

⚕．規則のある活動 （⚕）完備情報性

⚖．虚構の活動



⚓．偏在性…食事や睡眠というような活動
も，競技者にとっては練習になりうる

⚔．非自己目的性…練習それ自体は自己目
的ではあり得ない，自己目的になって
しまったらそれはもはや練習ではない

⚕．派生性…練習は試合から派生する活動
である

⚖．堕落傾向性…練習はややもすれば⽛練
習のための練習⽜に堕落するという傾
向をもつ

⚗．更新性…常に⽛よりよい⽜，新しい練習
方法がありうる

⚘．原理的不要性…原理的にやらなくても
よい活動

川谷の⽛練習原論⽜と本稿の⽛スポーツの
定義⽜を照らし合わせてみれば，⽛練習⽜は
⽛スポーツ⽜に含まないことが分かる。例え
ば，野球の⽛キャッチボール⽜はあくまでも
⽛練習⽜であって⽛スポーツ⽜には成り得ず，
食事や睡眠も⽛練習⽜の一部かもしれないが
⽛スポーツ⽜それ自体ではない。⽛練習⽜はあ
くまでも⽛練習⽜であり，スポーツと境を接
する活動は⽛スポーツ的活動⽜である。
川谷の議論においても実は⽛スポーツ⽜の
定義が無い。どうやら川谷は公式試合をス
ポーツと捉えており，⽛練習試合（目的：強く
なること）⽜と⽛公式試合（目的：強さを決定
すること）⽜を区別しうる唯一の契機は目的
だと述べている。しかし，厳密にいえば⽛練
習試合⽜と⽛公式試合⽜の目的の違いも微妙
である。⽛練習試合⽜であっても強さを決定
する真剣勝負の場があり得るし，⽛公式試合⽜
であっても既に順位が決定した後の試合は消
化試合と化し，真の強さを決定するには至ら
ない試合もある（例えばリーグ戦の最終戦な
ど）。本研究の視座からいえることは，⽛練習
試合⽜⽛公式試合⽜のどちらであっても，ス
ポーツの定義が充足された活動であれば⽛ス
ポーツ⽜である。

⚓．スポーツの価値

3.1．先行研究のレビュー
価値とは，広い意味では⽛善いもの⽜ない
し⽛善い⽜といわれる性質のことである。価
値という語は，一般的には，価値と反価値
（⽛悪いもの⽜ないし⽛悪い⽜といわれる性質）
を含んでいる（泉谷，2015，p.242）。岡山
（1997a，1997b，1997c）は，価値の本質を定義
することは極めて困難であることを説きつつ，
⽛価値とは，人間が，意識的，もしくは無意識
的に，自他の思慮と認識の対象に看取する
⽝よさ⽞，ないしは⽝のぞましさ⽞である（岡
山，1997c，p.304）⽜と提唱している。すなわ
ち，価値とは，何かしらを基準とした⽛善さ
／よさ⽜といえるであろう。
スポーツの価値に関する研究は，例えば中
西（2012a）によれば⽛個人的価値⽜⽛教育的価
値⽜⽛社会・生活向上価値⽜⽛経済的価値⽜⽛鑑
賞的価値⽜といった⚖つの価値体系（構造）
から構成されることを明らかにし，さらに新
しい価値として⽛環境的価値⽜を加えた⚗つ
の価値体系を示唆している（中西，2015）。こ
の学術的な背景には，スポーツの外在的価値
と内在的価値の⚒元論がある。中西（2012a，
p.48）は，スポーツ政策経営においては政策
評価や施策評価だけを優先するあまり，ス
ポーツの外在的価値を基調とした政策
（82.2％）が多く，スポーツの内在的価値を基
調とした政策（17.8％）は少ないことを挙げ，
あくまでもスポーツの内在的価値の⽛不易⽜
を重要視し，スポーツの外在的価値は⽛流行⽜
として副次的に取り入れながらバランス関係
を維持・形成していくことの重要性を説いて
いる。
川谷（2015）は⽛⽝勝利至上主義⽞ないし

⽝勝利第一主義⽞とは，勝利に最上の価値を見
出す価値観のことである⽜と定義している。
水上（2006）によれば⽛スポーツのもつ文化
的諸価値を下位価値にしりぞけて，競技ス
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ポーツの勝利が上位価値であることを重視す
る考え方⽜を勝利至上主義と示している。神
谷（2015）の定義は既述した通りである。⽛勝
利の追究⽜という概念もある。久保（2010）
は⽛競技集団はスポーツにおいて⽝勝利を追
求する⽞ことをその⽝実在理由⽞として存在
している。競技集団において暗黙のうちに知
られ理解されている⽝為すべきこと⽞とは
⽝勝利の追究⽞であり，それが暗黙の価値とし
て成員の行為を規制している⽜ことを指摘し
ている。関根（2013）は勝利至上主義を，ス
ポーツ以外の価値を手に入れる過程で勝利を
唯一の目的として振る舞うという意味として
規定し⽛勝利の追求⽜と区分している。岡部
（2018）は，1970 年代から 1980 年代前半にか
けて，それまでのスポーツのあり方を反省的
に捉えた⽛近代スポーツ批判⽜として勝利至
上主義が生成したのではないかと論じている。
以上の先行研究をまとめると次になる。

⚑．スポーツには内在的価値と外在的価値
があること

⚒．価値には優劣があること
⚓．勝利至上主義は批判されていること

3.2．スポーツにおける価値の批判的再考
まずは本稿のスポーツの定義を再確認する
が，定義には主観的な要素は一切無い。つま
り，スポーツとは爽快感，健康の保持増進，
青少年の健全育成，国際的な友好と親善への
寄与，夢や感動等々の曖昧な記述を入れてい
ない。主観によって議論が可能となるのは定
義ではなく，定義から導き出された現象に対
してのみだけである。そうでなければただの
水掛け論となる。ゆえに，本研究のスポーツ
の定義は，数学を用い抽象化させているので，
遍く議論することが可能である。
さて，果たしてスポーツには⽛内在的価値⽜
と⽛外在的価値⽜があるのかを最初に考察し
ていく。スポーツ哲学，スポーツ社会学の⚒

名の論考を手掛かりにしたい。

久保（2010，p.17）は，ある固
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，⽛スポーツ⽜によって⽛楽し
み⽜や⽛勝利⽜という意義（価値）が実
現できるのである。よって，⽛スポーツ⽜
の指導において重要なことは⽛スポーツ
自体がある特定された意義（価値）を
もっており，それを実現すること⽜では
なく，⽛スポーツによって，個々人にとっ
て何

ㅡ

ら
ㅡ

か
ㅡ

の
ㅡ

意
ㅡ

義
ㅡ

（価
ㅡ

値
ㅡ

）を
ㅡ

実
ㅡ

現
ㅡ

さ
ㅡ

せ
ㅡ

る
ㅡ

よ
うにすること⽜であると言うことができ
る（傍点は筆者）。

菊・茂木（2015，p.41）は，スポーツ
を評価するための価値基準は，⽛何の役
に立つのか？⽜という手段的なものばか
りであった。しかし，スポーツを一つの
洗礼された文化として捉えるならば，役
に立つか否かを問うのは極めておかしな
話である。なぜなら，我々は芸術を鑑賞
する際に⽛この作品は何の役に立つの
か？⽜などという問いを発したりしない
し，そんな疑問を発すること自体が奇妙
なことであると受け止めることができる
からだ。⽛この作品はこれ自体として大
事なものである⽜という内在的な価値が，
鑑賞する側にも共有されている。極論す
れば，それ自体は何の役にも立たない無
価値なものが文化なのである。スポーツ
も⽛どちらが強いか弱いか⽜⽛どちらが速
いか遅いか⽜などの結果の差異は明確に
示すものの，実は無

ㅡ

色
ㅡ

透
ㅡ

明
ㅡ

な
ㅡ

無
ㅡ

価
ㅡ

値
ㅡ

なも
のに等しいといえる（傍点は筆者）。

功利主義の創始者であるベンタム（Jeremy
Bentham, 1748-1832）は，世の中で⽛内在的
価値⽜を有するのは幸福のみであり，それ以
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外のものは幸福になるための手段として⽛道
具的価値⽜をもつに過ぎないという立場をと
る。経済学においても，ロック（John Locke,
1632-1704）や ヒ ュ ー ム（David Hume,
1711-1776）の価値論は，貨幣に絶対的な価値
あるいは内在的価値をもつことを否定してい
る。久保（2010），菊・茂木（2015）の論考は，
どちらもスポーツに内在的価値を認めない相
対主義である。一方で，中西（2012a）などに
みられるようにスポーツ自体に内在的価値を
認める絶対主義を説く者も少なくない。相対
主義と絶対主義のどちらの立場を志向するに
しても，そこで主張する論理には限界があり，
常に相即的である。とはいえ，本稿の議論が
空虚にならないために，⽛スポーツの定義⽜か
ら⽛スポーツの価値⽜を批判的に再考すれば，
以下の命題を導き出すことができる。

スポーツは無価値であるがゆえに価値がある。
Sport is worth because it is worthless.

この命題からいえることは，スポーツ自体
は無味乾燥であるため，スポートマンが多種
多様な価値を創ったり，発見したりすること
が可能である。例えば中西（2015）の⚗つの
価値体系においても，いくつかの価値を組み
合わせることによって新たな価値をさらに創
出するこができる。中西（2015，p.48）が指
摘し重視するスポーツの内在的価値を⽛不
易⽜としているが，この⽛不易⽜こそが⽛無
価値⽜である。⽛無価値（worthless）⽜とは，内
在的価値か外在的価値かのどちらかを問うた
り，どちらが優劣かと問うたりできるもので
はなく絶対的かつ普遍の価値を有する。相対
的かつスポートマンによって異なる実用的な
value（価値）とは区別しうる。上記の命題へ
さらに丁寧に説明づけると以下の記述となる。

スポーツの価値は境界がないからこそ価値づ
けることができる。

Sport can be worthy because the worth of sport
is borderless.

スポーツの定義の⚑つに⽛競争性：勝利を
求めて二人以上で競う⽜があるが，人間の活
動である以上，純粋に勝利だけを求めること
は絶対に不可能であり，必ず⽛何かしらの目
的／価値⽜が随伴する。また，スポーツの内
在的価値に捉えられている⽛遊戯⽜⽛遊び⽜な
どにおいても，マズロー（Abraham Harold
Maslow, 1908-1970）の欲求階層説に倣うま
でもなく，⽛何かしらの目的／価値⽜を忌避で
きない。スポーツを⽛する⽜⽛観る⽜⽛稼ぐ⽜
など，スポートマンにとっては⽛何かしらの
目的／価値⽜が必ず存在するということであ
る。
スポーツにおいては⽛スポーツを通じた人
格形成⽜⽛スポーツで培う人間力（例えば畑，
2017）⽜などの指導理念を掲げる指導者が実
に多い。また吹奏楽においても⽛金賞よりも
大切なもの（例えば山﨑，2009）⽜があるとい
い，スポーツを道具立てとし，その向こう側
にある何かを求めてスポートマンになってい
る。その⽛何かしらの目的／価値⽜は形而上
で，その問いの追求は最終的にはプラトニズ
ム（Platonism）に帰結する。ゆえにスポーツ
の価値はスポートマンの哲学，倫理観の創作
に委ねられている。

⚔．スポーツ原論

ここまで⽛スポーツの定義⽜と⽛スポーツ
の価値⽜について考察してきた。以下，本研
究のインプリケーションを記す。すなわちス
ポーツ原論である。

a）スポーツとは，⽛（⚑）完結性⽜⽛（⚒）競争
性⽜⽛（⚓）規則性⽜⽛（⚔）自主性⽜⽛（⚕）
完備情報性⽜である。

b）スポーツは，無価値である。
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a）より，スポーツは勝利至上主義でなけれ
ば成り立たないことを証した。勝利至上主義
が批判の標的になるのではなく，本来はス
ポートマンがもつ目的／価値が評価され批判
されるべきである。なぜならば，b）スポー
ツは無価値であり，スポーツに何かしらを価
値づけるのはスポートマンだからである。ス
ポーツの世界では⽛過度な勝利至上主義⽜が
不祥事，体罰，ハラスメントの諸悪の根源と
みられるが，スポートマンの 邪

よこしま

な目的／価
値の射貫きこそが本来は求められるべきであ
ろう。
⽛勝利至上主義⽜はスポーツ界の言葉であ
る。⽛勝利至上主義⽜の英訳は⽛win at all costs
（水上，2006，p.823）⽜と訳づけられているが，
本研究の知見から⽛勝利至上主義⽜の英訳を
改めて検討してみたい。関（2015，p.11）に
よれば，Fuoss, D. E., and Troppmann, R.J
（1981）は⽛win at all cost（いかなる犠牲を
払っても勝利する）という戦略は，勝つため
には手段を選ばず，勝つためには不正も辞さ
ないという論理となり，観るものもそのよう
な推測が働き，Scott, J（1973）は勝利を絶対
視する倫理として⽛Lombardian Ethics（ロン
バルディアン倫理）⽜などがあることを紹介
している。勝利の英単語には，win，victory，
dominator，triumph などがあるが，本研究の
議論から，勝利至上主義を⽛Winnism⽜と訳づ
けたい。その理由は，辞書によれば，victory
には⽛戦闘や戦争での勝利や戦勝⽜の意味を
含み，dominator には⽛支配，統治⽜の意味を
含み，triumph には⽛勝利，征服，偉業⽜など
戦争に関する意味を含んでいる。これらの英
単語は勝利に随伴し，他の価値／目的を含ん
でいる。一方，win は⽛競争などで⚑着にな
る（動詞），勝利を得る（名詞）⽜の意味であ
り，反意語は lose である。スポーツは勝利を
生む一方，翻って敗北を生むことから反意語
がある意味は大きい。以上より，⽛win（勝利）
＋主義（ism）⽜の⽛勝利至上主義（Winnism）⽜

の英訳を与えることが妥当であると本研究は
考えた。
以上，勝利至上主義（Winnism）に対する批
判は，スポーツの定義と価値の考察から反証
される。

⚕．お わ り に

⽛勝利のためには手段を選ばず⽜，この文章
には主語がない。行為の主体が明確ではない
ので，⽛ス

ㅡ

ポ
ㅡ

ー
ㅡ

ト
ㅡ

マ
ㅡ

ン
ㅡ

は勝利のために手段を
選ばず⽜とし，スポーツ原論から最後に考察
してみたい。スポーツ原論は，①⽛スポーツ⽜
と は⽛勝 利 至 上 主 義⽜で あ る（Sport is
Winnism）。加えて②⽛スポーツ⽜は⽛無価値
（worthless）⽜である。
①より，スポーツでは⽛スポートマンは勝
利のために手段を選ばず⽜は真である。なぜ
ならば，スポーツはそれが全てだからである。
では，ドーピング行為については，スポーツ
原論からどのような説明ができるであろうか。
ドーピング行為は定義の⽛（⚓）規則性⽜に反
する手段であり，スポートマン同士が同意し
たルールとレギュレーションに反することか
ら，その手段を用いた時点で⽛スポーツ⽜と
いう枠（世界）からの遁走である。そしてス
ポートマンでも無くなる。ドーピング行為と
いう手段を選択肢の一つとして脳裏に浮かべ
るまではスポートマンは担保されるが，行使
した時点でアンスポートマン（反スポートマ
ン unsportman）である。勝利を実現するため
の手段はいくつもある。
②より，⽛スポーツを通じた人間形成（価
値）⽜と言いながら，練習において体罰暴言な
どを振るう等 （々行為），スポートマンの価値
と行為の不一致はスポーツ原論からどのよう
な説明ができるであろうか。⽛練習はスポー
ツではなく，スポーツ的活動である⽜の原論
の確認がまずは重要である。スポーツ的活動
における価値は，スポートマンの⽛倫理観⽜
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⽛考え方⽜に委ねられているがゆえに，スポー
トマン同士（例えば，コーチと選手）の価値
観に相違が生じることは珍しくない。つまり
それは⽛勝利⽜に随伴する⽛価値⽜がスポー
トマン同士で異なるからである。例えば，
コーチは勝利に随伴する⽛名声名誉（承認）⽜
を欲し，選手は⽛友達との友好（愛情）⽜を欲
する場合，スポーツ（勝利）はスポートマン
同士の蝶番ではあるが，価値の実現のための
手段は異なる。すなわち，スポーツ自体は何
とも空疎であるが，それゆえにスポートマン
はスポーツを利用し様々な⽛価値⽜をつくり，
手段を選ぶことが出来るのである。価値を実
現するための手段はいくつもある。
スポートマンであれば，最適となる手段を
吟味し，その上で顧慮した行為を行うはずで
ある。優れたスポートマンは⽛勝利のために
は手段を選ぶ（択ぶ）⽜もしくは⽛勝利のため
には手段を選べる（択べる）⽜が正しい意味だ
と本研究は考える。まとめると勝利至上主義
に対する批判の真意はスポートマンへの批判
を含意している。
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